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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　十字形浮橋と、
　前記浮橋を中心にそれぞれ連結され、陸上部と斜面部と第１水中産卵部と第２水中産卵
部とを具備した第１、第２、及び第４浮遊体と、
　前記浮橋に連結され、カワウソ生息部と斜面部とを具備した第３浮遊体と、
　前記浮橋に設置された少なくとも一つの止まり木とを含み、
　前記陸上部は、フレームと、植物が植栽される植栽用マットとで構成され、
　前記斜面部は、フレームと、植物が植栽される植栽用マットと、ヒンジとで構成されて
一部が水中に浸水し、
　前記第１水中産卵部は前記第１、第２、及び第４浮遊体の前記陸上部の前記フレームの
下面に吊り下げられた紐と、前記紐周りに形成された繊毛とで構成され、
　前記第２水中産卵部は、前記第１、第２、及び第４浮遊体の前記陸上部の前記フレーム
の下側にロープで吊り下げられて水中に位置し、
　前記第２水中産卵部の産卵空間には、魚類の多様な産卵特性に対応するために、砂利、
砂、土のうちいずれか一つが満たされているか、または砂利、砂、土が混じって満たされ
た、
カワウソ、魚類、鳥類が共存して生息することができる複合の浮遊湿地施設であって、
　前記カワウソ生息部には、カワウソ生息構造物が設置され、
　前記カワウソ生息構造物には、カワウソが住むことができる生息空間と、
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　カワウソが水中で前記生息空間に入ることができる水中出入口と、
　カワウソが地上から前記生息空間に入ることができる地上出入口とが具備されたことを
特徴とする複合の浮遊湿地施設。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複合の浮遊湿地施設に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　最近、電力と用水の確保のためにダムが多く建設されている。これにより、ダム周辺の
生態系が破壊されている。
　一例として、ダム建設によって水位が上昇して、水際に住むカワウソの生息地が消えて
いる。また、浅い水に生息する浮葉植物または沈水植物の生息地が消えている。さらに、
浅い水の水面または浅い水の底に産卵をする魚類をはじめとした水生昆虫の生息地が消え
ており、これにより、水生昆虫と魚類を食べて生きる鳥類の生息範囲が減っている。この
ような問題点を解決するために、多様な浮遊湿地施設が開発されている。
【０００３】
　しかし、従来の浮遊湿地施設は、カワウソまたは魚類のいずれか一方のみの生息地を提
供するので、カワウソ、魚類、鳥類が共存して生息することができる施設としては不足で
あるという問題点を有している。
　また、従来の魚類生息地のみを提供する浮遊湿地施設は、バスやブルーギルのような捕
食者が、カワウソのような天敵が周りになくなったことにより、在来魚類、在来魚類の卵
などを手当たり次第に食い尽くしてしまうことを防ぐことができない。それで、魚類生息
地としての自分の役割が果たせないという問題点を有している。
【０００４】
　また、従来の浮遊湿地施設は、ステンレス鋼だけでフレームが作られるので、フレーム
を水に浮かべるためにポリエチレンフォームが多く必要であり、その構造が複雑である。
　さらに、従来の浮遊湿地施設の第２水中生息産卵場には、砂利のみが満たされ、砂また
は土をより好む魚類の産卵場としては適合しない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、カワウソ、魚類、鳥類が共存して生息することができ、バスやブルー
ギルのような捕食者の接近を防ぐことができる複合の浮遊湿地施設を提供することにある
。
　また、本発明の他の目的は、構造が単純で、かつ魚類の多様な産卵特性に対応すること
ができる複合の浮遊湿地施設を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　また、前記目的は、十字形浮橋と、前記十字形浮橋の上方左側にボルトとナットとで連
結され、陸上部と斜面部と第１水中産卵部と第２水中産卵部とを具備した第１浮遊体と、
前記十字形浮橋の上方右側にボルトとナットとで連結され、陸上部と斜面部と第１水中産
卵部と第２水中産卵部とを具備した第２浮遊体と、前記十字形浮橋の下方左側にボルトと
ナットとで連結され、カワウソ生息部と斜面部とを具備した第３浮遊体と、前記十字形浮
橋の下方右側にボルトとナットとで連結され、陸上部と斜面部と第１水中産卵部と第２水
中産卵部とを具備した第４浮遊体と、前記十字形浮橋に設置された少なくとも一つの止ま
り木とを含み、前記斜面部は一部が水中に浸水し、前記第２水中産卵部の産卵空間には、
魚類の多様な産卵特性に対応するために、砂利、砂、土のうちいずれか一つが満たされて
いるか、または砂利、砂、土が混じって満たされたことを特徴とする複合の浮遊湿地施設
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によって達成される。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明は、カワウソ生息部、陸上部、斜面部、第１水中産卵部、第２水中産卵部、止ま
り木を一度に提供する。従って、カワウソと鳥類は、充分な餌食が得られ、魚類は、産卵
特性に適合した産卵先の提供を受けることができるため、カワウソ、魚類、鳥類が共存し
て生息することができる。
　本発明は、浮橋を中心として、浮橋の上方左右側と下方左右側とに浮遊体が設置された
ことにより、波による揺れが小さく、カワウソ、魚類、鳥類に安定感のある生息地を提供
する。
　本発明を使用すれば、管理者が浮橋上を歩いて、いずれの浮遊体にも容易に接近するこ
とができ、浮遊体に造成された生息地を容易に管理することができる。
　本発明を使用すれば、カワウソがバスやブルーギルの接近を防ぐので、在来魚類に安定
した産卵先を提供する。
【００１１】
　本発明は、浮力を提供する木材のみでフレームが作られるか、強度を補強するステンレ
ス鋼と浮力を提供する木材とでフレームが作られるので、ポリエチレンフォームが少量だ
け必要である。従って、構造が単純である。また、木材フレーム自体が魚類の産卵先を提
供することができる。
　本発明を使用すれば、洪水期にダムと貯水池に流されて来た流木を木材フレームに連結
して、浮遊湿地施設のサイズを容易に拡張することができる。これにより、ゴミとして取
り扱われて捨てられる流木をリサイクルすることができる。また、フレームと流木とが同
一の木材であるため、魚類が既存の木材フレーム部分だけでなく、拡張された流木部分に
も違和感なく産卵することができる。
　本発明は、砂利、砂、土がそれぞれ満たされた第２水中産卵部を全て具備しており、魚
類の多様な産卵特性に対応することができ、第２水中産卵部を構成する木材の水中枠体及
び木材の水中フレームの自体が浮力及び魚類の産卵先を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の第１実施例による複合の浮遊湿地施設が貯水池に設置された状態を示す
図面である。
【図２】図１に示した複合の浮遊湿地施設の平面図である。
【図３】図２に示した止まり木の斜視図である。
【図４】図２に示した断面IV－IVを示す図面である。
【図５】図４に示した第２水中産卵部の斜視図である。
【図６】図２に示した断面VI－VIを示す図面である。
【図７】本発明の第２実施例による複合の浮遊湿地施設を示す側断面図である。
【図８】図７に示した第１浮遊体のフレーム、第２浮遊体のフレーム、第３浮遊体のフレ
ーム、第４浮遊体のフレーム、第５浮遊体のフレームが互いに連結された状態を示す図面
である。
【図９】図７に示した第２浮遊体の第２水中産卵部を示す図面である。
【図１０】図７に示した第３浮遊体の第２水中産卵部を示す図面である。
【図１１】図７に示した第４浮遊体の第２水中産卵部を示す図面である。
【図１２】木材フレームに産卵した卵が付着された写真である。
【図１３】図８の互いに連結された第１浮遊体のフレーム、第２浮遊体のフレーム、第３
浮遊体のフレーム、第４浮遊体のフレームの外郭に、流木がさらに設置された状態を示す
図面である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の第１実施例による複合の浮遊湿地施設を詳しく説明する。
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　図１は、本発明の第１実施例による複合の浮遊湿地施設が貯水池に設置された状態を示
す図面である。
　図１に示すように、本発明の第１実施例による複合の浮遊湿地施設１は、水面に浮かび
、貯水池の底に設置された固定物２と陸地に設置された固定物２とにロープＬで固定され
る。陸地に固定されたロープＬを引っ張れば、複合の浮遊湿地施設１を陸地方向に移動さ
せることができる。
【００１４】
　図２は、図１に示した複合の浮遊湿地施設の平面図である。
　図２に示すように、複合の浮遊湿地施設１の周りにオイルフェンスＯが設けられる。
　複合の浮遊湿地施設１は、浮橋５、第１浮遊体１０、第２浮遊体２０、第３浮遊体３０
、第４浮遊体４０で構成される。
　浮橋５は、十字形であり、幅２ｍ、横１４ｍ、縦１４ｍのサイズを有する。
　図中、浮橋５を中心として、浮橋５の上方左右側と下方左右側とには、浮遊体１０、２
０、３０、４０が設置される。これにより、管理者は、浮橋５上を歩いて、いずれの浮遊
体１０、２０、３０、４０にも容易に接近することができる。また、図中、浮橋５を中心
として、浮橋５の上方左右側と下方左右側とに浮遊体１０、２０、３０、４０が設置され
ているため、波による揺れが小さく、安定感のある生息地の役割を果たすことができる。
【００１５】
　浮橋５には、止まり木６が設置される。止まり木６に鳥類がつかまって休む。止まり木
６の個数と配置は、多様に定められてもよい。
　図３は、図２に示した止まり木の斜視図である。
　図３に示すように、止まり木６は、パイプ６ａと原木６ｂとで構成される。パイプ６ａ
は浮橋５に溶接される。原木６ｂはパイプ６ａに挿入される。
　図２に示すように、浮橋５には、水中監視カメラ７または地上監視カメラ８が設置され
る。水中監視カメラ７または地上監視カメラ８の個数と配置は、多様に定められてもよい
。
【００１６】
　第１浮遊体１０、第２浮遊体２０、第３浮遊体３０、第４浮遊体４０のそれぞれは、横
６ｍ、縦６ｍのサイズを有する。
　第１浮遊体１０は、浮橋５の上方左側にボルト（図示せず）とナット（図示せず）とで
結合される。もちろん、浮橋５の上方左側に溶接されてもよい。第１浮遊体１０の中心部
には開口１０ａが具備される。
　第２浮遊体２０は、浮橋５の上方右側にボルトとナットとで結合される。もちろん、浮
橋５の上方右側に溶接されてもよい。第２浮遊体２０の中心部には開口２０ａが具備され
る。
　第３浮遊体３０は、浮橋５の下方左側にボルトとナットとで結合される。もちろん、浮
橋５の下方左側に溶接されてもよい。
　第４浮遊体４０は、浮橋５の下方右側にボルトとナットとで結合される。もちろん、浮
橋５の下方右側に溶接されてもよい。第４浮遊体４０の中心部には開口４０ａが具備され
る。
【００１７】
　図４は、図２に示した断面IV－IVを示す図面である。
　図４に示すように、第１浮遊体１０は、陸上部１１、第１水中産卵部１１ｃ、斜面部１
２、第２水中産卵部１３、浮遊材１４で構成される。
　陸上部１１は、フレーム１１ａ、植物が植栽される植栽用マット１１ｂで構成される。
　フレーム１１ａは、浮力を提供する木材と強度を補強するステンレス鋼とで作られる。
フレーム１１ａの浮力を補助するために、フレーム１１ａの下面にはポリエチレンフォー
ムが少量設置される。
　植栽用マット１１ｂは、フレーム１１ａの上面に設置される。植栽用マット１１ｂは、
カサミロン繊維、自然繊維、合成繊維で作られる。植栽用マット１１ｂに、せり、黄菖蒲
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、ツルヨシ、稲、葦などが植栽される。
【００１８】
　第１水中産卵部１１ｃは、フレーム１１ａの下面に吊り下げられた紐と、紐周りに形成
された繊毛とで構成される。紐は、ポリプロピレンロープ糸で作られる。繊毛は、長繊維
かさ高加工糸（Ｂｕｌｋｅｄ　Ｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　Ｆｉｌａｍｅｎｔ）で作られる。
第１水中産卵部１１ｃの末端には、第１水中産卵部１１ｃの浮上及び搖動を防止するため
に、ワッシャーが設置される。また、第１水中産卵部１１ｃは、フレーム１１ａの下面に
設置され、魚類が出入りすることができる出入口１１ｃｃが具備されたボックス状の魚巣
ブロックで構成されてもよい。
【００１９】
　図２及び図４に示すように、斜面部１２は、第１浮遊体１０の開口１０ａの内側に一対
が互いに向かい合うように設置される。また、第１浮遊体１０の周り１０ｂに沿って設置
される。
　互いに向かい合う斜面部１２は、ポリプロピレンロープＰＰによって互いに連結される
。
　斜面部１２は、フレーム１２ａ、植物が植栽される植栽用マット１２ｂ、ヒンジ１２ｃ
で構成される。
　フレーム１２ａは、浮力を提供する木材と強度を補強するステンレス鋼とで作られる。
もちろん、フレーム１２ａの浮力を補助するために、フレーム１２ａの下面にポリエチレ
ンフォームを少量設置してもよい。
【００２０】
　植栽用マット１２ｂは、フレーム１２ａの上面に設置される。植栽用マット１１ｂには
、沈水植物または浮葉植物が植栽される。
　沈水植物には、フサモ、クロモ、キンギョモ、エビモ、セキショウモなどがある。
　浮葉植物には、スイレン、ヒルムシロ、ヒシなどがある。
　フレーム１２ａの一端は、開口１０ａにヒンジ１２ｃで連結され、フレーム１２ａの他
端は、水中に浸る。フレーム１２ａがヒンジ１２ｃを基準として１５゜回転すれば、フレ
ーム１２ａの他端は水面下７０ｃｍに位置する。
　第２水中産卵部１３は、水面産卵場１１の下側にロープＰＥで吊り下げられて水中に位
置する。第２水中産卵部１３は、水面下１．５ｍに位置する。
【００２１】
　図５は、図４に示した第２水中産卵部の斜視図である。
　図５に示すように、第２水中産卵部１３は、フレーム１３ａと枠体１３ｂとで構成され
る。
　フレーム１３ａは、陸上部１１のフレーム１１ａに４個のポリエチレンロープＰＥで連
結される。
　フレーム１３ａは、浮力を提供する木材と強度を補強するステンレス鋼とで作られる。
もちろん、フレーム１３ａの浮力を補助するために、フレーム１３ａの下面にポリエチレ
ンフォームを少量設置してもよい。
【００２２】
　枠体１３ｂは、フレーム１３ａを囲んで産卵空間Ｓを形成する。
　産卵空間Ｓには、魚類の多様な産卵特性に対応するために、砂利、砂、土のうちいずれ
か一つのみが満たされるか、砂利、砂、土が混じって満たされる。
　例えば、カワムシとホソムギツクは、砂利に産卵することを好む。
　ヨシノボリ、ヌマチチブは、砂または土に産卵することを好む。
　スジエビ、ミナミヌマエビは、植物の根に産卵することを好む。
　参考として、平均粒径が４．７６ｍｍより大きければ砂利であり、０．２５～４．７６
ｍｍであれば目の粗い砂であり、０．００５～０．２５ｍｍであれば土と定義する。
　産卵空間Ｓには、砂利、砂、土が５ｃｍの厚さで満たされる。
【００２３】
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　図２に示すように、第１浮遊体１０の下側に３個の第２水中産卵部１３が設置される。
３個の第２水中産卵部１３の産卵空間（Ｓ，図示せず）には、砂利が満たされる。参考と
して、第２水中産卵部１３は、水面産卵場１１の下側にあるため図２に図示できないが、
説明の便宜上、第２水中産卵部１３を示した。
　図４に示すように、浮遊材１４は、第１浮遊体１０を水面に浮かべる。浮遊材１４は、
ポリエチレンで作られる。
　第２浮遊体２０は、陸上部２１、第１水中産卵部２１ｃ、斜面部２２、第２水中産卵部
２３、浮遊材２４で構成される。
　陸上部２１、斜面部２２、第１水中産卵部２１ｃ、第２水中産卵部２３、浮遊材２４の
構成は、第１浮遊体１０の陸上部１１、斜面部１２、第１水中産卵部１１ｃ、第２水中産
卵部１３、浮遊材１４の構成と同一であるので、その説明を省略する。
【００２４】
　但し、図２に示すように、第２浮遊体２０の下側には、６個の第２水中産卵部２３ａ、
２３ｂ、２３ｃ、２３ｄ、２３ｅ、２３ｆが設置される。
　第２水中産卵部２３ａ、２３ｄの産卵空間（Ｓ，図示せず）には砂利が満たされ、第２
水中産卵部２３ｂ、２３ｅの産卵空間（Ｓ，図示せず）には砂が満たされ、第２水中産卵
部２３ｃ、２３ｆの産卵空間（Ｓ，図示せず）には土が満たされる。参考として、第２水
中産卵部２３は、水面産卵場２１の下側にあるため図２に図示できないが、説明の便宜上
、第２水中産卵部１３を示した。
【００２５】
　図６は、図２に示した断面VI－VIを示す図面である。
　図６に示すように、第３浮遊体３０は、カワウソ生息部３１、斜面部３２、浮遊材３４
で構成される。
　カワウソ生息部３１には、カワウソ生息構造物３１ａが設置される。カワウソ生息構造
物３１ａは、カワウソ生息部３１に２個以上設置されてもよい。
　カワウソ生息構造物３１ａには、カワウソが住むことができる生息空間３１ａａと、カ
ワウソが水中で生息空間３１ａａに入ることができる水中出入口３１ａｂと、カワウソが
地上から生息空間３１ａａに入ることができる地上出入口３１ａｃとが具備される。地上
出入口３１ａｃの前には草を植え、天敵から地上出入口３１ａｃが見られないようにした
。
【００２６】
　カワウソ生息部３１には、カワウソが身を乾かすか休息を取ることができるように、コ
ウライヤナギ、葦、黄菖蒲、せりが植栽される。
　カワウソ生息部３１には、カワウソが上がって休むことができ、排泄及び食べ物が食べ
られる人造石Ｔが設置される。
　斜面部３２、浮遊材３４の構成は、第１浮遊体１０の斜面部１２、浮遊材１４の構成と
同一であるので、その説明を省略する。
【００２７】
　図６に示すように、第４浮遊体４０は、陸上部４１、第１水中産卵部４１ｃ、斜面部４
２、第２水中産卵部４３、浮遊材４４で構成される。
　陸上部４１、斜面部４２、第１水中産卵部４１ｃ、第２水中産卵部４３、浮遊材４４の
構成は、第１浮遊体１０の陸上部１１、斜面部１２、第１水中産卵部１１ｃ、第２水中産
卵部１３、浮遊材１４の構成と同一であるので、その説明を省略する。
　但し、図２に示すように、第４浮遊体４０の下側には、３個の第２水中産卵部４３が、
第１浮遊体１０の下側に設置された３個の第２水中産卵部１３とその配置が異なって設置
される。第２水中産卵部４３の産卵空間（Ｓ，図示せず）には、砂利が満たされる。
【００２８】
　以下、本発明の第２実施例による複合の浮遊湿地施設を詳しく説明する。
　図７は、本発明の第２実施例による複合の浮遊湿地施設を示す側断面図である。
　図７に示すように、本発明の第２実施例による複合の浮遊湿地施設１００は、第１浮遊
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体１１０、第２浮遊体１２０、第３浮遊体１３０、第４浮遊体１４０、第５浮遊体１５０
、カワウソ生息構造物１６０で構成される。
　複合の浮遊湿地施設１００は、横５．１ｍ、縦４．０ｍのサイズを有する。
【００２９】
　図８は、図７に示した第１浮遊体のフレーム、第２浮遊体のフレーム、第３浮遊体のフ
レーム、第４浮遊体のフレーム、第５浮遊体のフレームが互いに連結された状態を示す図
面である。
　図８に示した、第１浮遊体１１０のフレーム１１０ａ、第２浮遊体１２０のフレーム１
２０ａ、第３浮遊体１３０のフレーム１３０ａ、第４浮遊体１４０のフレーム１４０ａ、
第５浮遊体１５０のフレーム１５０ａの全ては、浮力を提供する木材で作られる。従って
、第１浮遊体１１０、第２浮遊体１２０、第３浮遊体１３０、第４浮遊体１４０、第５浮
遊体１５０を水上に浮かべるための、別途の固定浮遊具が不要である。
【００３０】
　図７に示した第１浮遊体１１０は、横０．８ｍ、縦４．０ｍのサイズを有する。
　第１浮遊体１１０は、一端が水中に浸り、他端が第２浮遊体１２０とヒンジ結合される
。第１浮遊体１１０がヒンジを基準として１５゜回転すれば、第１浮遊体１１０の一端は
、水面下７０ｃｍに位置する。
　第１浮遊体１１０は、フレーム１１０ａ、植物が植栽される植栽用マット１１０ｂで構
成される。
　植栽用マット１１０ｂは、フレーム１１０ａの上面に設置される。植栽用マット１１０
ｂは、カサミロン繊維、自然繊維、合成繊維で作られる。植栽用マット１１０ｂには、沈
水植物または浮葉植物が植栽される。
　沈水植物には、フサモ、クロモ、キンギョモ、エビモ、セキショウモなどがある。浮葉
植物には、スイレン、ヒルムシロ、ヒシなどがある。
【００３１】
　図７に示した第２浮遊体１２０は、横１．０ｍ、縦４．０ｍのサイズを有する。
　第２浮遊体１２０は、一端が第１浮遊体１１０とヒンジ結合され、他端が第３浮遊体１
３０と丸棒で連結される。
　第２浮遊体１２０は、フレーム１２０ａ、植物が植栽される植栽用マット１２０ｂ、第
２水中産卵部１２０ｃで構成される。
　植栽用マット１２０ｂは、フレーム１２０ａの上面に設置される。植栽用マット１２０
ｂは、カサミロン繊維、自然繊維、合成繊維で作られる。植栽用マット１２０ｂには、せ
り、黄菖蒲、ツルヨシ、葦などが植栽される。
　第２水中産卵部１２０ｃは、フレーム１２０ａの下側にロープＰＥで吊り下げられて水
中に位置する。第２水中産卵部１２０ｃは、水面から１．５ｍの下に位置する。
【００３２】
　図９は、図７に示した第２浮遊体の第２水中産卵部を示す図面である。
　図９に示すように、第２水中産卵部１２０ｃは、水中フレームＦと水中枠体Ｍとで構成
される。
　フレーム１２０ａと同様に、水中フレームＦ及び水中枠体Ｍも木材で作られる。これに
より、水中フレームＦの浮力及び水中枠体Ｍの浮力を砂利Ｔ１の重さと同一に合わせれば
、第２水中産卵部１２０ｃが水上に浮べることができる。従って、固定浮遊具なしに浮ば
なければならないフレーム１２０ａの浮力負担を減らすことができる。また、水中フレー
ムＦ及び水中枠体Ｍの自体が魚類の産卵先として提供される。
　水中フレームＦは、４個のポリエチレンロープＰＥでフレーム１２０ａに吊り下げられ
る。
　水中枠体Ｍは、水中フレームＦを囲んで産卵空間Ｓ１を形成する。産卵空間Ｓ１には、
砂利Ｔ１が５ｃｍの厚さで満たされる。
【００３３】
　図７に示した第３浮遊体１３０は、横１．５ｍ、縦４．０ｍのサイズを有する。
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　第３浮遊体１３０は、一端が第２浮遊体１２０と丸棒で連結され、他端が第４浮遊体１
４０とヒンジ結合される。第３浮遊体１３０の一端は、水面下１．０ｍに位置する。
　第３浮遊体１３０は、フレーム１３０ａ、植物が植栽される植栽用マット１３０ｂ、第
２水中産卵部１３０ｃで構成される。
植栽用マット１３０ｂは、フレーム１３０ａの上面に設置される。植栽用マット１３０ｂ
は、カサミロン繊維、自然繊維、合成繊維で作られる。植栽用マット１３０ｂには、沈水
植物または浮葉植物が植栽される。
　第２水中産卵部１３０ｃは、フレーム１３０ａの下側にロープＰＥで吊り下げられて水
中に位置する。第２水中産卵部１３０ｃは、水面から３．０ｍの下に位置する。
【００３４】
　図１０は、図７に示した第３浮遊体の第２水中産卵部を示す図面である。
　図１０に示すように、第２水中産卵部１３０ｃは、水中フレームＦと水中枠体Ｍとで構
成される。フレーム１３０ａと同様に、水中フレームＦと水中枠体Ｍとは木材で作られる
。その理由は上記で説明した。
　水中フレームＦは、４個のポリエチレンロープＰＥでフレーム１３０ａに吊り下げられ
る。
　水中枠体Ｍは、水中フレームＦを囲んで第２水中産卵部１３０ｃに産卵空間Ｓ２を形成
する。産卵空間Ｓ２には、砂Ｔ２が５ｃｍの厚さで満たされる。
【００３５】
　図７に示した第４浮遊体１４０は、横１．５ｍ、縦４．０ｍのサイズを有する。
　第４浮遊体１４０は、一端が第３浮遊体１３０とヒンジ結合され、他端が第５浮遊体１
５０とヒンジ結合される。
　第４浮遊体１４０は、フレーム１４０ａ、植物が植栽される植栽用マット１４０ｂ、第
２水中産卵部１４０ｃで構成される。
　植栽用マット１４０ｂは、カサミロン繊維、自然繊維、合成繊維で作られる。植栽用マ
ット１４０ｂには、せり、黄菖蒲、ツルヨシ、葦などが植栽される。
　第２水中産卵部１４０ｃは、フレーム１４０ａの下側にロープＰＥで吊り下げられて水
中に位置する。第２水中産卵部１４０ｃは、水面から１．５ｍの下に位置する。
【００３６】
　図１１は、図７に示した第４浮遊体の第２水中産卵部を示す図面である。
　図１１に示すように、第２水中産卵部１４０ｃは、水中フレームＦと水中枠体Ｍとで構
成される。フレーム１４０ａと同様に、水中フレームＦと水中枠体Ｍとは木材で作られる
。その理由は上記で説明した。
　水中フレームＦは、４個のポリエチレンロープＰＥでフレーム１４０ａに吊り下げられ
る。
　水中枠体Ｍは、水中フレームＦを囲んで第２水中産卵部１４０ｃに産卵空間Ｓ３を形成
する。産卵空間Ｓ３には、土Ｔ３が５ｃｍの厚さで満たされる。
【００３７】
　上述したように、第２浮遊体１２０の第２水中産卵部１２０ｃの産卵空間Ｓ１には砂利
Ｔ１を、第３浮遊体１３０の第２水中産卵部１３０ｃの産卵空間Ｓ２には砂Ｔ２を、第４
浮遊体１４０の第２水中産卵部１４０ｃの産卵空間Ｓ３には土Ｔ３を満たすことで、魚類
の多様な産卵特性に対応することができる。
　例えば、カワムシとホソムギツクは、砂利に産卵することを好む。
　ヨシノボリ、ヌマチチブは、砂または土に産卵することを好む。
　スジエビ、ミナミヌマエビは、植物の根に産卵することを好む。
　従って、カワムシとホソムギツクは、第２浮遊体１２０の第２水中産卵部１２０ｃに産
卵する可能性が高く、ヨシノボリ、ヌマチチブは、第３浮遊体１３０の第２水中産卵部１
３０ｃ、または第４浮遊体１４０の第２水中産卵部１４０ｃに産卵する可能性が高い。
　参考として、粒径が４．７６ｍｍより大きければ砂利であり、０．２５～４．７６ｍｍ
であれば砂であり、０．００５～０．２５ｍｍであれば土と定義する。
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【００３８】
　図７に示した第５浮遊体１５０は、横０．８ｍ、縦４．０ｍのサイズを有する。
　第５浮遊体１５０は、一端が第４浮遊体１４０とヒンジ結合され、他端が水中に浸る。
　第５浮遊体１５０がヒンジを基準として１５゜回転すれば、第５浮遊体１５０の他端は
水面下７０ｃｍに位置する。
　第５浮遊体１５０は、フレーム１５０ａ、植物が植栽される植栽用マット１５０ｂで構
成される。
　植栽用マット１５０ｂは、フレーム１５０ａの上面に設置される。植栽用マット１５０
ｂは、カサミロン繊維、自然繊維、合成繊維で作られる。植栽用マット１５０ｂには、沈
水植物または浮葉植物が植栽される。
【００３９】
　カワウソ生息構造物１６０は、第２浮遊体１２０の上面に設置される。もちろん、カワ
ウソ生息構造物１６０は、第２浮遊体１２０の上面に複数個が設置されてもよい。また、
カワウソ生息構造物１６０は、第４浮遊体１４０の上面に設置されてもよい。また、カワ
ウソ生息構造物１６０は、第２浮遊体１２０の上面と第４浮遊体１４０の上面との両方に
設置されてもよい。
　カワウソ生息構造物１６０の詳しい構成は、第１実施例で説明したカワウソ生息構造物
３１ａ（図６参照）と同一であるので、その説明を省略する。
【００４０】
　図１２は、木材フレームに産卵した卵が付着された写真である。図１２に示した白丸の
部分が産卵した卵である。
　図１２に示すように、木材フレーム自体が魚類の産卵先として提供される。即ち、図７
及び図８に示した、第１浮遊体１１０のフレーム１１０ａ自体、第２浮遊体１２０のフレ
ーム１２０ａ自体、第３浮遊体１３０のフレーム１３０ａ自体、第４浮遊体１４０のフレ
ーム１４０ａ自体、第５浮遊体１５０のフレーム１５０ａ自体が、魚類の産卵先として提
供される。
【００４１】
　図１３は、図８の互いに連結された第１浮遊体のフレーム、第２浮遊体のフレーム、第
３浮遊体のフレーム、第４浮遊体のフレーム、第５浮遊体の外郭に、流木がさらに設置さ
れた状態を示す図面である。
　図１３に示すように、互いに連結された第１浮遊体１１０（図７参照）のフレーム１１
０ａ、第２浮遊体１２０（図７参照）のフレーム１２０ａ、第３浮遊体１３０（図７参照
）のフレーム１３０ａ、第４浮遊体１４０（図７参照）のフレーム１４０ａ、第５浮遊体
１５０（図７参照）のフレーム１５０ａの外郭に、流木Ｗをポリエチレンロープ（図示せ
ず）で縛って設置してもよい。従って、複合の浮遊湿地施設１００（図７参照）のサイズ
を容易に拡張することができる。
【符号の説明】
【００４２】
　１，１００　　複合の浮遊湿地施設
　２　　固定物
　５　　浮橋
　６　　止まり木
　６ａ　　パイプ
　６ｂ　　原木
　７　　水中監視カメラ
　８　　地上監視カメラ
　１０，１１０　　第１浮遊体
　１０ａ，２０ａ，４０ａ　　開口
　１０ｂ　　第１浮遊体の周り
　１１，２１，４１　　陸上部、水面産卵場
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　１１ａ，１２ａ，１３ａ，１１０ａ，１２０ａ，１３０ａ，１４０ａ，１５０ａ　　フ
レーム
　１１ｂ，１２ｂ，１１０ｂ，１２０ｂ，１３０ｂ，１４０ｂ，１５０ｂ　　植栽用マッ
ト
　１１ｃ，２１ｃ，４１ｃ　　第１水中産卵部
　１１ｃｃ　　出入口
　１２，２２，３２，４２　　斜面部
　１２ｃ　　ヒンジ
　１３，２３，２３ａ，２３ｂ、２３ｃ，２３ｄ，２３ｅ，２３ｆ，４３，１２０ｃ，１
３０ｃ，１４０ｃ　　第２水中産卵部
　１３ｂ　　枠体
　１４，２４，３４，４４　　　浮遊材
　２０，１２０　　第２浮遊体
　３０，１３０　　第３浮遊体
　３１　　カワウソ生息部
　３１ａ，１６０　　カワウソ生息構造物
　３１ａａ　　生息空間
　３１ａｂ　　水中出入口
　３１ａｃ　　地上出入口
　４０，１４０　　第４浮遊体
　１５０　　第５浮遊体
　Ｆ　　水中フレーム
　Ｌ　　ロープ
　Ｍ　　水中枠体
　Ｏ　　オイルフェンス
　ＰＥ　　ポリエチレンロープ
　ＰＰ　　ポリプロピレンロープ
　Ｓ，Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３　　産卵空間
　Ｔ　　人造石
　Ｔ１　　砂利
　Ｔ２　　砂
　Ｔ３　　土
　Ｗ　　流木
　ＩＶ，ＶＩ　　断面
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